






































































































































































































































































































































































































































































































































とがあっても一緒です。そんなにくよくよなさらないで、あなた」と い う 意 で 、 当 時 の 夫 婦 合 葬 の 風 習 を 背 飛 に 囮 く 歌 と 見 ら れ る 。こ う し た 夫 婦 合 葬 の 風 習 は 、 す な わ ち 生 前 の 夫 婦 同 居 を 反 映 し てい る と 見 て よ い の で は な か ろ う か 。
以 上 、 萬 業 集 の 時 代 に お け る 婚 姻 ・ 同 居 の 様 相 を 、 段 階 的 に 考
察した。当時の一般の男女は、「通い」の段階を経たのちに夫婦と な り 「 同 居 」 に い た る ー| ° こ の よ う に 捉 え る な ら ば 、 『 萬 葉 集 』に 見 ら れ る 、 男 女 ・ 夫 婦 間 の 歌 の 場 面 ・ 背 景 を 理 解 し や す く な ると 思 わ れ る 。
夫方同居·妻方同居•新居同居
当 時 一 般 の 婚 姻 形 態 が
「同居婚」であったとするならば、その
同 居 は ど こ で 営 ま れ て い た の で あ ろ
うか。
そ の 可 能 性 の あ る 場 所
と し て は 、 夫 方 の 家 、
要 方 の 家 、 新 居 の 三 つ の 場 合 が 考 え ら れ る 。
結論をいえば、当時の夫婦同居は、そのいずれもがおこなわれてい た と 見 受 け ら れ る 。
瀬次確かめよう。はじめに
、夫方同居を示す例or日本沓紀」






飛 烏 戸 郡 の 人 、 田 辺 史 伯 孫 が 女 は 、 古 市 郡 の 人
¥ "
b • 2 
が要なり。伯孫、
女 の 、 児 産 ま せ り と 開 き て 、 往 き て 姉 の
•PとU
かへ
家 を 賀 き て 、 月 夜 に 還 り ぬ 。
上 代 日 本 の 婚 姻 形 態 を 考 え る 上 で し ば し ば 引 用 さ れ る 有 名 な 記
事 で あ る 。 従 来 か ら 指 摘 さ れ て い る と お り 、 こ の 伯 孫 の 娘 は 夫 方の 家 に 嫁 い で い る と 理 解 さ れ 、 こ の 記 事 に よ っ て 、 夫 方 同 居 が 存在 し て い た ら し い こ と が 知 ら れ る 。












も に こ の 娘 子 を 誂 ひ 、
生を























二 つ の 門 に 往 適 く と
い ふ こ と を 。 方 今
し 壮 士 の 意 、 和 平
し か た き こ と あ り 。 如 か じ 、 妾 死 り て 、 相 害 ふ こ と 永 くe 息まむ に は 」 と い ふ 。 す な は ち 、 林 の 中
に尋ね入り、樹に
懸 り て 経 き 死 に き 。 そ の 二 人 の 壮 士 、 哀 拗 に あ へ ず 、 血 の
“しひ
泣 、 撚 に 漣 る 。 お の も お の も 心 緒 を 陳 べ て 作 る 歌 二 首
巻 十 六 「 由 緑 有 る 雑 歌 」 の 冒 頭 歌 （ 三 七 八 六 ！ 七 ） の 前 文 。 ニ
人 の 男 性 か ら 求 婚 さ れ て 自 殺 し た 女 性 、 桜 児 の 物 語 で あ る 。
二人の男性が
激しく争う様子を見て、桜児は、r古より今に来
る ま で 、
い ま だ 開 か ず い ま だ 見 ず 、 一 人 の 女 の 身 、 二 つ の 門 に 往
適 く と い ふ こ と を 」 と 言 っ て い る 。
ま た 、 こ う い う 歌 が あ る 。



























































































































































































































































































































































































わ が 寝 し
枕 づ く 要 屋 の う ち に
昼 は も う ら さ ぴ 程 ら し
夜 は
も 息 づ き 明 か し
咲 け ど も せ む す べ 知 ら に
恋ふれども会ふよ
し を な み ・ ・ ・ ・ ・ ・( 2 二 l o )
人 麻 呂 は 、
要 亡 き あ と 、
子 ど も を 抱 き か か え る 夫 の 悲 哀 を う た っ て
い る 。
こ の 部 分 に よ っ て 、
こ の 夫 婦 は 「 要 屋 の う ち に 」 共 寝
し、
そこ
で 子 ど も を 育 て て い た こ と が 知 ら れ る 。 r 要 屋 」 は 、 「 端 屋 」 が 本 義 で 、主 家 の 端 に 設 け ら れ た 別 屋 と さ れ て い る け れ ど
も 、
夫 方 の 家 の 敷 地 に
建 て ら れ た も の か 、
要方の家の敷地に建てられたものか、
明 確 で は な
い 。
藤 井 貞 和
q万 葉 集 の 結 婚 」 （ 『 物 語 の 結 婚 』 一 九
八五年）には、
反
歌 「 家 に 来 て わ が 家 を 見 れ ば 玉 床 の 外 に 向 き け り 妹 が 木 枕 」 ( 2 ニ ― 六 ）を あ げ て 、 「 家 」 は 人 麻 呂 の 自 宅 で は な い と し 、 「 要 屋 」 は 「 要 方 の 家の 近 く か 、 敷 地 内 か 、 家 屋 の 一 部 」 と す る 。 三 浦 佑 之 r 万 葉 ぴ と の 「 家族 」 誌 ー 律 令 国 家 成 立 の 衝 繋—』 （ 一 九 九 六 年 ） に は 、
要 の 死 後 、
男
が い つ ま で も 要 方 に 住 み 続 け る の は 不 自 然 と し 、
夫方の居住とする。
（ に し こ お り
ひ ろ ふ み
阿 南 工 業 高 等 専 門 学 校 助 教 授 ）
攻 ）
十
研 究 室 受 贈 図 書 雑 誌 目 録 ー
文 学 科 ） 一岩大語文
（ 岩 手 大 学 語 文 学 会 ）
岩 手 共 同 文 学 の 研 究 （ 岩 手 共 同 文 学 研 究 会 ） 四上 林 暁 研 究 （ 園 田 学 園 女 子 大 学 ・ 吉 村 研 究 室 ）
＋一
湖（うみ）の本





歌 子 （ 実 践 女 子 短 期 大 学 日 本 江
g
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 科 ）
十 一





（ 平 成 十 五 年 一 月
1+
― 一 月 ）
〈 単 行 本 ）





愛 知 淑 徳 大 学 国 語 国 文 （ 愛 知 淑 徳 大 学 国 文 学 会 ）愛知大學國文學（愛知大學國文學會）宵 山 語 文 （ 宵 山 学 院 大 学 日 本 文 学 会 ）股 （ 山 崎 勝 昭 ）
九、
十
跡 見 学 園 女 子 大 学 人 文 学 フ ォ ー ラ ム （ 跡 見 学 固 女 子 大 学 文 学 部 人
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